
員
長（
当
時
）は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
経
験
も
あ
り
、

そ
の
先
進
性
に
着
目
さ
れ
、
本
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
企
画

で
も
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
こ
ら
れ
た
が
、
去

る
11
月
25
日
に
急
逝
さ
れ
た
。
Ｄ
Ｘ
に
も
造
詣
が
深

く
、
金
融
分
野
の
改
革
の
旗
振
り
役
と
し
て
、
経
団

連
活
動
を
力
強
く
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
同
志
と
し

て
誠
に
残
念
で
な
ら
ず
、
改
め
て
深
い
哀
悼
の
意
を

表
し
た
い
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
成
果

今
回
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
得
ら
れ
た
知
見
な
ら
び
に

成
果
は
、
大
き
く
五
つ
に
整
理
で
き
る
と
考
え
る
。

①
グ
ロ
ー
バ
ル
な
投
資
家
か
ら
見
た

現
在
の
日
本
市
場
の
魅
力
と
期
待
度
の
高
さ

グ
ロ
ー
バ
ル
な
投
資
家
は
、
為
替
、
地
政
学
、
国

家
間
の
紛
争
な
ど
様
々
な
リ
ス
ク
を
考
慮
し
な
が
ら
、

成
長
分
野
に
投
資
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
う
し

た
中
、「
円
安
や
低
金
利
と
い
っ
た
足
元
の
経
済
環

境
に
加
え
、
ア
ジ
ア
で
最
も
安
全
な
日
本
は
、
中
国

市
場
の
代
替
と
し
て
魅
力
や
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
」
と
の
指
摘
を
、
テ
マ
セ
ク
や
Ｇ
Ｉ
Ｃ
は
じ
め
、

多
く
の
訪
問
先
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

加
え
て
、「
日
本
は
、
諸
外
国
に
比
べ
て
賃
金
は

経
団
連
で
は
、「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
資
本
主
義
」

の
実
現
に
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
対
す
る
十

分
な
資
金
供
給
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識
の

も
と
、
企
業
と
国
内
外
の
投
資
家
と
の
対
話
を
促
進

す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
米
国
や
英
国
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派
遣
し
、
日

本
企
業
の
成
長
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
投

資
家
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て
き
た
。

こ
う
し
た
中
、
２
０
２
３
年
11
月
６
～
９
日
に
、

ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
国
際
金
融
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
を
訪
問
し
、
同
国
の
規
制
当
局
や
内
外

の
機
関
投
資
家
、
証
券
取
引
所
の
ほ
か
、
現
地
の
企

業
、
投
資
家
、
国
際
機
関
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

私
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
団
長
を
務
め
、
出
雲
充
審
議
員

会
副
議
長
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
委
員
長
、
次
原
悦
子

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員
長
を
は
じ
め
15
人
に
参

加
い
た
だ
い
た
。
訪
問
先
で
は
、
企
業
と
投
資
家
と

の
建
設
的
対
話
の
あ
り
方
や
資
産
運
用
立
国
を
目
指

す
日
本
の
取
り
組
み
に
対
す
る
多
く
の
示
唆
を
得
る

こ
と
が
で
き
た（
訪
問
先
は
図
表
参
照
）。

な
お
、
今
回
、
共
に
団
長
を
務
め
て
い
た
だ
く
予

定
で
あ
っ
た
太
田
純
副
会
長
／
金
融
・
資
本
市
場
委

日
ひびの
比野隆

たかし
司

金融・資本市場委員長
大和証券グループ本社
会長

金融・資本市場関係者との
建設的対話の深化に向けて
─シンガポールにハイレベルミッションを派遣

報
告

602024・2



図表 訪問先一覧
1. 規制当局
シンガポール通貨金融局（MAS）
ビンセント・ロイ アシスタントマネージングディレクター

2. 機関投資家
テマセク
ディルハン・ピレイ・サンドラセガラ CEO
GIC
ソンチエ・シャン マネージングディレクター
ノルウェー銀行インベストメント・マネジメント（NBIM）
シグモンド・キルダレン シンガポール代表

3. 市場関係者
シンガポール証券取引所（SGX）
ブンチャイ・ロー CEO

4. 企業
ブルームバーグ
ニティン・ジャイシュワル 政府・渉外責任者（現地の企業投資家）
DBS銀行
シム・リム シニアアドバイザー
DBS銀行
リー 債券部門責任者
DBS銀行
フワ マネージングディレクター
ファイン・アート・ストレージ・サービス
チャウチョン・フー マネージングディレクター

5. 国際機関
国連開発計画（UNDP）
ニロイ・バナジー マレーシア・シンガポール・ブルネイ代表

シンガポールは、金融資産としてのアート戦略に取り組んでいる。
超富裕層向けファイン・アート・ストレージ・サービスにて

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
規
制
当
局
で

あ
る
Ｍ
Ａ
Ｓ
で
は
、「
金
融
に
と
っ
て
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
と
の
考
え
方
の
も
と
、

わ
れ
わ
れ
は
自
ら
が
許
容
で
き
る
範
囲
で
リ
ス
ク
を

取
り
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
や
人
材
を
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ

ブ
に
獲
得
し
、
Ｄ
Ｘ
化
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
の

積
極
的
な
登
用
を
行
っ
て
い
る
」と
の
説
明
を
受
け
た
。

ま
た
、
複
数
の
訪
問
先
か
ら
、「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
は
国
民
に
対
し
、
新
し
い
も
の
を
受
け
入
れ
る
マ

イ
ン
ド
の
醸
成
や
多
様
性
に
対
す
る
理
解
促
進

に
努
め
な
が
ら
、
外
部

か
ら
の
高
度
専
門
家
人

材
の
招
聘
等
に
オ
ー
プ

ン
に
対
応
し
て
い
る
」

と
の
話
が
あ
っ
た
。

③
資
産
運
用
立
国
に

向
け
た
税
制
面
で

の
改
善
を
は
じ
め

と
す
る
海
外
か
ら

の
投
資
コ
ス
ト
の

大
胆
な
削
減
の
必

要
性

資
産
運
用
立
国
に
向

け
た
日
本
の
取
り
組
み
に
関
し
て
は
、「
海
外
か
ら

の
投
資
に
対
し
、
所
得
税
・
法
人
税
な
ど
税
制
面
で

の
改
善
が
効
果
的
で
あ
る
」
と
の
助
言
を
複
数
の
訪

問
先
か
ら
得
た
。
あ
わ
せ
て
、「
日
本
は
規
制
等
が

細
則
化
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
う
弁
護
士
費
用
な
ど

追
加
コ
ス
ト
の
負
担
が
大
き
い
た
め
、
わ
か
り
や
す

い
ル
ー
ル
作
り
と
と
も
に
、
英
語
対
応
に
よ
る
言
語

障
壁
の
解
消
が
不
可
欠
で
あ
る
」
と
の
指
摘
を
多
方

面
か
ら
受
け
た
。

相
対
的
に
低
い
も
の
の
、
リ
ビ
ン
グ
コ
ス
ト
も
低
く
、

安
全
性
、
ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
の
観
点
か

ら
は
非
常
に
魅
力
的
で
あ
り
、
日
本
で
働
き
た
い
と

い
う
外
国
人
も
多
い
」「
日
本
人
が
思
っ
て
い
る
以

上
に
日
本
市
場
へ
の
期
待
は
高
い
」
と
の
話
も
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
通
貨
金
融
局（
Ｍ
Ａ
Ｓ
）や
Ｄ
Ｂ
Ｓ
銀
行

を
は
じ
め
、
多
く
の
訪
問
先
か
ら
聞
か
れ
た
。

②
規
制
当
局
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
規
制
当
局
は
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン

ド
で
あ
り
、
金
融
セ
ク
タ
ー
と
と
も
に
率
先
し
て
イ

61 2024・2



各訪問先では、２0２5年大阪・関西万博のＰＲ活動も行った。
SGXのローCEO（右）にミャクミャク人形を渡す

ま
た
、
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
か
ら
は
資
産
運
用
立
国

に
向
け
た
政
策
や
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
の
わ
か
り
や
す
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
の
必
要
性
、
ア
ジ
ア
拠
点
を
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
に
置
く
ノ
ル
ウ
ェ
ー
銀
行
イ
ン
ベ
ス
ト
メ

ン
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
Ｎ
Ｂ
Ｉ
Ｍ
）か
ら
は
、
日
本

の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
に
つ
い
て
グ
ロ

ー
バ
ル
基
準
の
進
化
に
照
ら
し
た
さ
ら
な
る
進
展
へ

の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
日
本
で
課
題
と

な
っ
て
い
る
議
決
権
行
使
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
投

資
家
か
ら
、「
助
言
会
社
の
ポ
リ
シ
ー
を
参
考
に
は

す
る
も
の
の
、
そ
れ
に
従
う
こ
と
は
な
く
、
独
自
の

ポ
リ
シ
ー
で
議
決
権
を
行
使
し
て
い
る
」
と
の
説
明

が
あ
っ
た
。

④
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
重
要
性

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
重
要
性
は
今
後
ま
す
ま
す

高
ま
る
見
通
し
で
あ
る
。
多
く
の
訪
問
先
は
、「
持

続
可
能
性
の
観
点
か
ら
、
気
候
変
動
問
題
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
な
ど
の
社
会
課
題
に
コ
ミ
ッ
ト
し
、

実
際
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
を
評
価
し
、
共
に
歩

み
、
そ
の
成
果
を
10
～
20
年
と
い
う
長
期
的
ス
パ
ン

で
見
る
」
と
い
う
共
通
認
識
を
持
っ
て
い
た
。

具
体
的
な
例
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
証
券
取
引

所（
Ｓ
Ｇ
Ｘ
）か
ら
は
、「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
デ
ー
タ
・
ポ
ー
タ

ル
を
整
備
す
る
こ
と
で
情
報
開
示
を
促
進
し
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
の
取
引
所
と
も
連
携
し
、
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ

に
向
け
た
道
筋
を
模
索
し
て
い
く
」
と
の
説
明
が
あ

っ
た
。
ま
た
テ
マ
セ
ク
か
ら
は
、「
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ

イ
シ
ン
グ
は
今
後
、
資
本
コ
ス
ト
に
大
き
く
影
響
す

る
と
考
え
て
い
る
。
企
業
の
パ
ー
パ
ス
や
強
い
企
業

文
化
が
企
業
価
値
の
向
上
に
必
要
で
あ
る
」
と
の
認

識
が
示
さ
れ
た
。

⑤
労
働
人
口
が
少
な
い
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る

効
率
性
・
生
産
性
を
重
視
し
た
人
材
戦
略

人
材
戦
略
に
関
し
て
は
、「
労
働
人
口
が
少
な
い

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
効
率
性
・
生
産
性
が
重
要
で

あ
り
、
昇
進
・
昇
給
を
早
く
さ
せ
る
な
ど
の
柔
軟
な

働
き
方
の
実
現
、
女
性
の
労
働
市
場
へ
の
参
画
、
多

民
族
国
家
と
し
て
多
様
な
人
材
、
特
に
海
外
か
ら
の

高
度
人
材
の
活
躍
が
重
要
で
あ
る
」
と
の
認
識
が
複

数
の
訪
問
先
か
ら
示
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
、「
有
期

の
外
国
人
労
働
者
」
と
「
移
民
政
策
」
は
分
け
て
考

え
て
い
る
と
の
説
明
も
あ
っ
た
。
ま
た
、「
起
業
環

境
に
つ
い
て
、
日
本
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
リ
ス
ク

を
取
る
文
化
が
根
付
い
て
い
な
い
な
ど
の
共
通
点
が

あ
る
。
教
育
を
通
じ
て
、
成
功
と
失
敗
の
ど
ち
ら
も

称
賛
す
る
文
化
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
い

う
指
摘
も
あ
っ
た
。

以
上
の
成
果
を
踏
ま
え
、
経
団
連
で
は
、
今
後
も

金
融
・
資
本
市
場
委
員
会
を
中
心
に
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
成
果
を
政
府
の
資
産
運
用
立
国
に
関
す
る
議
論
・

政
策
に
反
映
す
る
よ
う
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
海
外

投
資
家
と
の
対
話
を
目
的
と
し
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
継

続
的
に
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
海
外
投
資
家
の
来
日

の
機
会
を
捉
え
た
意
見
交
換
な
ど
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
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